
CT検査前の注意事項

・妊娠中あるいはその可能性が否定できない方はお申し出ください。

・食事制限はありません。

・服用中のお薬は、普段どおり服用してください。

・金属のものは画像に影響がありますので、撮影範囲にあるものは外していただきます。

・CTは放射線を使用した検査ですが、被ばくは身体に影響を与える量ではありません。

単純CT検査のご案内（腹部以外）

CT検査とは？

・放射線を使用して、3次元的に撮影する検査です。

・レントゲンでは平面の画像ですが、CTでは好きな角度に切って観察できます。

・検査中は検査台に寝て、輪の中を数回通過します。

・CT撮影時間は5分ほどです

・呼吸の合図が入り、 5～10秒程度息を止めて撮影します。

（撮影部位によっては息を止めずに撮影します）

CT検査後の注意事項

・注意事項はありません。

（ほかの検査がある場合はそちらの指示に従ってください）
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▲ CT装置：Canon社 Aquilion Prime SP 
i -Edition 80列CT

▲レントゲン ▲ CT



CT 検査の説明書（放射線の影響について）

CT 検査における①検査内容と必要性②当院の取り組みについて説明いたします。
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①検査内容と必要性（正当性）

身体を詳しく調べるためにCT検査を行います。CT検査では放射線を用いて、体内の様子

を細かく撮影することができ、様々な病気やけがの状態を知ることができます。

被ばくの影響については、100 ミリシーベルト（mSv）未満の被ばくにおいて、一定の

線量を超えると起こる障害（脱毛や皮ふ障害など）は認められません。また、100mSv以

上の被ばくでは、被ばく線量の増加とともに発がんのリスクが徐々に上昇するといわれ

ていますが、100mSv 未満の被ばくと発がんとの関係は明確になっていないため、検査の

必要性や有用性が放射線被ばくの影響を上回ると医師が判断した場合に検査を行います。

②当院の取り組み（放射線検査の最適化）

・当院の1 回撮影における被ばく線量は表に示す数値前後であり、通常のCT検査に

おいて100mSv を超えることは

ありません。

・当院では、診断に必要な画像を

撮影するために、可能な限り少

ない放射線量で検査をできるよ

うに、公的機関より提示されて

いる指標（診断参考レベル）を

参考に線量の低減に努力してお

ります。
2021年における当院実績より

身の回りの放射線について

日常生活をする中で、私たちは知らず知らず

のうちに放射線を受けています。

宇宙から、そして大地から受ける自然放射線

による外部被ばくや、食物や空気中のラドン

など、自然由来の放射性物質から受ける内部

被ばくは、合計すると年間で世界平均では

2.4 ミリシーベルト、日本平均では 2.1 ミリ

シーベルトになります。 （環境省ホームページより引用）

当院のCT検査における被ばく線量（実効線量）【中央値】
（mSv：ミリシーベルト、被ばくを評価する値）

検査
当院の実効線量（mSv）

（推定値）

成人

頭部 2.11

胸部 3.47

胸部～骨盤 8.46

心臓（冠動脈） 13.16


